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はじめに
はじめましての方もそうでない方もこんにちは！

留学へ来てから5ヶ月が経ち、ゴールドコーストでの景色、生活がB常

となりました。H本は、肌寒くなっている頃かと思いますが、こちらは夏

に向かっています。ハロウィンが過ぎ、街がクリスマスモードに入りまし

た。オーストラリアで迎える初めてのクリスマスがとても楽しみです！

クリスマスがやってくる！
11月3B、B曜Bの朝。リビングヘ向かうと、ホストファミリーがクリスマスツリーの飾り付けをしていました。ツリーだけ

でなくて、キャンドルや大きな靴下、雑貨と、リビング全体がクリスマス仕様になりました。夜になると、クリスマスツリー

がライトアップします。1ヶ月以上にわたり、クリスマスを楽しむ文化。クリスマス当Bをこんなにも早くから待ち望んだ

のはいつぶりでしょう。

Elf on the shelf. 

「エルフ」を知っていますか？クリスマスの飾り付け最中、ブラザーがシスターに「触っちゃダメ！」と言っている人形が

ありました。それが、サンタさんのお手伝いをする妖精、エルフです。もし触れてしまったら、クリスマスの魔法がとける

とされています。エルフは、ダ ークエルフ（悪）とエルフ（善）の2体います。毎朝、エルフが前Bの場所から動いてお

り、末っ子のブラザーが楽しそうに探しています。私も毎朝エルフを探すのを楽しみにしています。

クリスマスプレゼント
ある朝、ツリーの下にプレゼントが置いてありました。クリスマスプレゼントがこんなにも早く届くとは、驚きです。どうや

らプレゼントは、サンタさんからではないようです。綺麗にラッピングされており中身は見えませんが、ペンで「To姉」

「From弟」と書いてあります。兄姉弟同±でプレゼントを贈り合うようです。ブラザーに確認したところ、プレゼントを

開けるのはクリスマスイブ。当Bまで、プレゼントが増えていくそうです。なんて夢のようなお話でしょう。これは、オース

トラリアの文化かと思いましたが、家庭にもよるそうです。嬉しいことに、「To Haruna」と書いてあるプレゼントも発

見しました！正しくは、末っ子のブラザーが嬉しそうに「見て見て！はるなのがあるよ！」と報告してくれました。私のため

に末っ子ブラザーがプレゼントを選んでくれたことはもちろん、私もファミリーの一員になれたような気がして、嬉しい

です。

クリスマスパーティ
11月の中旬に、動物園ボランティアのクリスマスパーティが開かれました。これまた気持ちが早いように感じました

が、クリスマスは、オーストラリア人にとって「家族と過ごす大切なB」です。当Bは、家族で過ごせるよう、B程調整し

ているのだと思いました。ボランティア仲間のおばあちゃんからは、「はるなは家族と過ごさないの？」「H本に帰らな

いの？」と聞かれるほどでした。帰らない旨を伝えると、「それは寂しいね」「家族も寂しがってるだろうね」と言われま

した。私からすると、クリスマスに家族と会えないことは悲しくはありません。しかし、お正月に家族に会えないことを想

像したら少し心寂しく感じたため、オーストラリア人にとってのクリスマスは、私にとってのお正月なのだと思います。
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